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令和 7年度事業報告書 

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日まで 

ＮＰＯ法人スローすてっぷ 

1 事業の成果 

今年度も障害児通所支援事業（児童発達支援・放課後等デイサービス）と地域生活支援事業（地

域食堂・子ども食堂・交流事業）の２本柱を中心に活動を行いました。更に、今年度は介護分野に

おける人材確保のための雇用推進事業により課題であった業務継続計画についても見直しを行い、

指導を受ける中で法人の在り方や方針、そして災害時への備え等を再度確認することもできまし

た。また、雇用推進事業についての事例発表や長洲町を明るくする運動発表会の発表等、外部の方

へ向けて法人について話をさせていただく機会を得たことで、年間を通して改めて当法人の役割や

目指すべき方向等を考えることができた１年となりました。 

 

【児童福祉法に基づく障害児通所支援事業】（多機能型事業所海イルカ） 

  令和７年度は登録人数 29名（児童発達支援：延べ 1036 人。放課後等デイサービス：延べ 609人）の子 

 ども達と活動を行いました。令和 6年度の報酬改定から「５領域を含む総合的な支援を提供するこ 

と」となり、支援プログラムの公表も義務付けられた中、当事業所も５領域（「健康・生活」「運動・ 

感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」）を基本としつつ、その中で 

一人ひとりのニーズに沿った「海イルカ」の療育活動を行いました。 

個別でじっくり自分のペースで学ぶ活動を行ったり、小集団でお友達と一緒に学んだり、子どもが

今何を思い、どうしてこの行動をしているのか等、模索しながらもそれぞれの子どもに向き合った支

援を行ってきました。また、保護者の方や園、学校、そして行政の方等、関係者で連携を図り、各々

の役割等の確認をしながら支援体制を強化していくことも大切にしてきました。 

そして、一昨年から続けている３部体制（児童発達支援：午前・午後、放課後等デイサービス：学

校終了後）も継続しています。少人数で一人ひとりに合わせたより深い支援を提供することができ、

「園行事や保育活動」と「療育」が連携してより多くの体験ができるような場面も増えてきているこ

とから、今後もこの形を基本としながら、よりよい療育体制を築いていきたいと思います。 

 また、R7年度も職員の資質向上のため、以下の研修を行いました。 

4月 利用者情報共有会議送迎車両における見落とし訓練 11月 「療育」について考える 

5月 避難確保計画（共通理解） 11月 親支援のコミュニケーション（つなぐつながる研修会） 

6月 避難確保計画（実践） 12月 新年度に向けた事業の確認及び共通理解 

7月 支援について共通理解 1月 虐待防止及び身体拘束防止について 

9月 発達障がいについての共通理解 2月 BCPについて 

10月 防犯不審者対策訓練 3月 感染症対策について 

※その他、虐待防止委員会や感染症委員会、各種訓練等も随時行いました。 
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今年度は 4月～翌年 3月まで 12か月間の営業となりま

した（延べ 1896人、※昨年 2172人）。 

お弁当の配達やテイクアウトも多くの方にご利用いただい

ております。 

本年度も一緒に調理してくださる方、食べに来てくださる

方、皆さまのご協力をいただき、にぎやかな「ビストロすて

っぷ」となりました。今後も「ほっ」とできるような、地域

の居場所となっていけるよう頑張ります。 

         

 

 

【地域福祉に関する受託事業】（日中一時支援事業） 

今年度のご利用はありませんでした。 

 

 

 

【地域交流・生活支援事業】（自主事業） 

今年度は①地域食堂②子ども食堂③保護者交流会④地域交流会  

を行いました。 

 

 

①地域食堂「ビストロすてっぷ」 

       ◆営業日： 水曜日・木曜日 

       ◆営業時間：１１：３０～１４：００（ラストオーダー１３：３０） 

    

 

    

       

 

 

 

 

 

  ※今年度で食事券発行は中止し、スタンプカードにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

②地域食堂「ビストロすてっぷ」子ども食堂 

◆開催日： 学校の長期休暇中 水曜日・木曜日（定員：１日１０人程度） 

◆時 間：１０：３０～１３：３０  ※子ども無料 

※ R7年度 合計 7 回開催。 

 参加子ども人数：延べ ７９人 

ボランティア（九州看護福祉大学生、地域の方々）人数：延べ ５４人 

今年度も地域の方や各関係機関の皆さま方より食材提供やご寄付をいただきました。 

皆さまに心より感謝申し上げます。 
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【スケジュール】 

10：30 

 

 

11：00 

 

 

 

 

 

 

12：00 

 

 

 

13：30 

集合 

各自、宿題やお絵描き等 

 

体験学習 

・料理教室 

・創作（紙皿アート、うちわ作り等） 

・木育 

・お楽しみ会・クリスマス会  

 など・・・ 

 

みんなで準備 

お昼ご飯       

食事後は自由時間 

 

解散 

九州看護福祉大学や地元の学生

さん、そして地域の名人さん達

と一緒にお勉強や遊び、活動を

行いました。 

 

 

 

各回 8名～１3名程度参加がありました。R7年度も学生さんや地域の方のご協力のもと、創作活

動や木育、調理体験、お楽しみ会等を行いました。夏の調理は保健センターへ移動して、広い調理室

で行い、いつもとはまた違った雰囲気の中、活動を楽しみました。 

また、今年度も長洲町より子ども地域食堂運営支援補助金をいただいています。その他「ポケモ 

ン・ウィズ・ユー財団、ポケモンこども食堂応援隊様」「スターバックス様」「TUDOU・NET様」

「地域の皆様」より、子ども食堂へ沢山のご支援をいただきました。 

 

 

③ 保護者交流会：水曜日にランチ付きで開催 （活動後ランチを食べながら茶話会） 

保護者交流を目的とし、活動やランチを通して参加者同士で仲間作りやコミュニケーションを

図れる活動を行いました。 

4月１６日（水） 魔法のマインドジャー作り 

 

 

 

 

参加人数：12名 

5月 14日（水） 水彩画 参加人数： 5名 

6月１8日（水） アロマ＆モールドール作り 参加人数： 4名 

7月 11日（金） 障害者年金について研修会 

（講師：玉名年金事務所） 

参加人数： 5名 

クリスマス会に

はサンタさんが

来てくれて、プ

レゼントをいた

だきました☆ 
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9月１７日（水） ほめ方講座 

 

中止 

１１月 19日（水） フエルトバッグ作り 

 

 

 

 

参加人数： 4名 

 

 

 

④ 地域交流会：木曜日に開催 

地域間や世代間交流を目的とし、活動やランチを通して参加者同士で仲間作りやコミュニケー

ションを図れる活動を行いました。 

５月１５日（木） 手形足形パステルアート体験 

 

参加人数：0名 

６月 19日（木） 魔法のマインドジャー作り 

 

参加人数：3名 

７月１7日（木） パステルアート（熱帯魚） 

 

参加人数：2名 

7月 25日（金） 魔法のマインドジャ―作り 

（出張ワークショップ） 

 

参加人数：５名 

10月 16日（木） クラフト小物作り（小人）＋茶話会 

 

 

 

 

参加人数：12名 

※保護者交流会と合同 

   今年度も、第３水曜日木曜日に交流会事業を行いました。 

大学生参加型の交流会や出張ワークショップを行うことで新しい方へスローすてっぷを知ってい

ただく機会もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 者 の

方 か ら 手

作りケーキ

の差し入れ

い た だ き

ました☆ 
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【地域福祉に関する周知・啓発活動】 

「長洲町を明るくする運動発表会」     

    日時：7月 12日（土）  

１０時 00分～1３時 00分     

場所：ながす未来館   

 

「社会を明るくする運動」強化月間に伴い、「長洲町を明るくする運動発表会」で当法人の取り組み

を発表しました。 

内容をまとめる中で、改めて当法人の役割（つながる場・居場所）を確認することができました。 

 

    

 

 

【その他の活動】 

（共催）  

 ◇令和 7年８月 23日～１0月 25日：（全 6回） 

  長洲町共催：「ペアレント・プログラム」講座に講師及び託児ボランティアとして参加 

    対象：幼児から小学校低学年の子をもつご家族 

 

 ◇令和 8年２月 14日 

長洲町共催：「ペアレントプログラムのフォローアップ茶話会」開催 

    対象：昨年度と今年度の受講者（場所：スローはうす） 

 

 ◇令和 7年 11月 27日 

長洲町共催：多職種合同研修会「つなぐつながる研修会」に運営企画として参加 

テーマ「親支援のコミュニケーションについて」 

   講 師：九州看護福祉大学 看護学部看護学科 教授 上田智之先生 

参加者：長洲町内療育事業所職員及び町内学校関係者、民生児童委員、行政職員等（約５０名） 
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（その他） 

◇令和７年 8月 24日～9月 15日  九州豪雨災害ボランティア受け入れ（延べ２３名） 

 寝泊りするボランティアスタッフの拠点として、 

「スローはうす」を開放しました（宿泊と食事の提供）。 

また、熊本地震の時にスローはうすを拠点として 

災害ボランティアに来られた方々よりご寄付を 

いただきました。 

そして、食材等はマルキョウ様、TUDOU・NET様 

地域の方々を通して様々な方に 

ご協力いただきました。 

 

 

 

 

 

◇令和７年  9月 17日 司ロイヤルホテル 

 九州看護福祉大学 就職説明会へ参加 

 

◇令和 7年 10月 29日 30日 31日 

長洲中学校２年生 職場体験受入れ 2名 

   

   

 

  ◇介護分野における人材確保のための雇用推進事業（４回） 

①８月２５日 ②９月２９日 ③10月２７日 ④１２月２２日 

      

「自然災害及び感染症業務継続計画の見直し」について 

支援を受けました。最後に R８年２月に今回参加した団体の代表として 

事例発表をさせていただきました。 
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２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の範囲 

及び人数 

支出額 

(千円) 

児童福祉法に

基づく障害児

通所支援事業 

児童発達支援 

放課後等デイサービス 
週５日 

主たる 

 

事務所 

10名 

長洲町内及び近郊に住む

障がい児 

 1645名（延べ） 

26331 

 

地域福祉に関

する受託事業 
日中一時支援事業 0日 

スロー 

はうす 
0名 

長洲町内及び近郊に 

住む障がい者 

   0名（延べ） 

0 

地 域 交 流 ・ 

生活支援事業 

地域食堂 

「ビストロすてっぷ」 
週２回 

スロー 

はうす 
4名～5名 

長洲町内及び近郊に 

住む者延べ 1896 名

（食） 

1309 

 
子ども食堂 

長期休み 

期間 

スロー 

はうす 
延べ 72名 

長洲町内及び近郊に 

住む者延べ 79名 

保護者交流会 

地域交流会 
月１回程度 

スロー

はうす 
４名 

長洲町内及び近郊に 

住む者延べ 51名 

地域福祉に関

する周知・啓

発活動 

「長洲町を明るくする

運動発表会」 
７月１２日 

ながす 

未来館 

     

４名 

長洲町内及び近郊に 

住む者 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


